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自分も周りの人も健康でいて欲しい ...

でもなんとなく不安なことありませんか？

例えばこんな不安もあります
私たちは、日本で必要な人に薬が届きづらい現状があることを知りました。

これからもたのしく、健康でいるために

どんな習慣をつけていますか ?

もしくはつけたいと思っていますか？

最先端治療が届かなかった事例

みんなで「最先端治療が届く社会」

作っていけたら
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じゃあ、私たちにできることって何だろう？

健康習慣を見直すこととか？ 定期検診を受けて早期発見、

早期治療を心がけるとか ...!

趣味を続けて心身ともに

健康でいたい ...!

友人が家で倒れたと聞いて

いつまで元気でいられるか不安になってきた ... 孫の顔を見るたびに、

長生きしたいなと思う

一人ひとりが医療の現状を知り、

「健康意識」を高める。

それは、最先端治療が届く社会を

実現する第一歩となります。

欧米で承認されてい
るが、日本で未承認
の医薬品目数

143
品目

自己負担

公費

保険料

医療費が増加すればするほど、最先端医治療の開発に回す

お金が不足してしまう。

懸念点

＜医療費の将来見通し＞

出典：厚生労働省「医薬品の承認審査に関する現状」より作成

出典：厚生労働省「ドラッグラグ・ドラッグロスの実態」より作成
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76.3約 1.68 倍
増加 (2018 年比 )

(76,3兆円÷1,2億人)

1 人あたりの年間医療費が

63万円 に約
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実は他人事じゃないんです
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重い病や希少疾患と向き合う「最先端治療」・医療や薬の

現状を多くの人に知ってもらうために、

Innovation for NEW HOPE と大学生が共同し、

情報発信や啓発活動に取り組んでいます。

その健康習慣が、最先端治療が届く社会を実現する第一歩になります

海外では使用が認められ

ている治療薬が、未承認

のため使えず、その薬に

よる治療を受けられない

まま、亡くなった子ども

の事例を知りました。

ドラックラグ … 海外では承認されている新しい

薬が使えるようになるまでに時間がかかること

ドラックロス … 海外では承認されている新しい

薬が使えないこと

143品目中

86品目の薬が

国内での開発が未着手

もし身近な人が重たい病気になった時に

治療が届かなかったらと思うと怖い ...

3/13 体験プログラム 岸部知佐子様 ご講演

「小児がん」と闘った、
生きていたら高校 1年生の男子のお話。

を

医療資源を無駄づかいしないように心がけること

が大切になってきます。

つまり…

国内未着手の新薬が占める割合
※2023年 3月時点
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